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絶海の孤島
 真庭市医師会　理事　　　　　　　　
 湯原温泉病院　院長　野　村　修　一

会員の声

　小生、卒業してから43年を過ぎ、同級生の教授や病院長はどんどん停年になって一線を
退いているが、小生はまだ山の中の病院で重荷をしょってヨタヨタしている。へき地の小
病院は、ご多分にもれず経営難で頭が痛いし、患者さんは苦しそうだし、そんな毎日から
はもう卒業したいものである。やめた同級生からは、畑を耕しているとか、孫の子守に忙
しいとか、旅行三昧であるとかいろいろ聞こえてきて実にうらやましい。当面は小生には
見果てぬ夢なので他で楽しみをみつけなければならない。そこで最近はまっているささや
かな楽しみがある。インターネットのgoogle�mapである。
　テレビでもよく使われているが、地球をくまなく映し出した航空写真は実に素晴らしい。
ズームアップすると世界中すべての地点の家屋も道もその各々が確認できるし、ズームア
ウトすると人工衛星から見るのと同じ景色になる。わが寓居も、東京の娘のアパートも見
えるし、ホワイトハウスも見えるが、そんなものはあまり面白くはない。いま気に入って
いるのは、“絶海の孤島の探査”である。もちろんgoogle�ｍap上である。
　昨年３月マレーシア航空機が行方不明になって世界中大騒ぎになったが、その際インド
洋南方が広く捜索された。小生も世界地図を覗き込んだ。インド洋の南の海域は、南極に
まで水ばかりで陸地はないと思っていた。が、地図を見ると、大陸から何千キロもはなれ
た海域にいくつも点が打ってあって、つまり島があるのである。だれが何をもくろんでこ
んな未開の大洋に乗り出したのか、その後島はどう利用されたのか、流刑地にでもなった
のだろうか、いろいろロマンが掻き立てられる。地図ではまさに点に過ぎないが、google�
ｍap上をマウスで旅すると絶海の孤島を容易に探検できる。ズームアップして直上から降
りていくと、画面いっぱいに島が描出され植生と沿岸が明瞭にわかる。地形を頭に描きな
がらマウスをゆっくり動かして、船着き場があるかどうか、建物があるか、道があるか、
畑があるかなど人の痕跡を探すなどして興味は尽きない。インド洋のうち北のほうには、
孤島としてはセーシェル、モルジブ、モーリシャスがあるが、これらは有名な観光地で私
の興味はひかない。もっと南をみてもらいたい。私の“探査”した７個の島はすべて森で
おおわれ、海岸はほとんど断崖で人工物が見られたのは２島のみであった。大航海時代、
仲間割れで負けた船員はこんな孤島に置き去りにされたというが、なんという絶望の淵に
追いやられたことであろう。各国が領土領海を主張してにらみ合う現代である。もし資源
でもありそうということになると、領土保全と称して駐在を命じられるかもしれない。い
まは衛星電話があるだろうが、いくら私が人見知りとはいえ、これはちょっとつらい。
　大西洋にも南半球には絶海の孤島がいくつかある。ナポレオンの流刑地セントヘレナ島
は聞いたことがおありだろうか。google�mapでアフリカ西海岸のあたりをさぐっていくと
たどり着く。�ここには小さな船着き場と建物があって、人のにおいを発見することがで
きる。
　どこかの旅行社が「ロマンあふれる絶海の孤島めぐり」のツアーを売り出さないかな。
私はきっと参加するが、家内は絶対ついてこない。
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岡山市医師会と岡山市が主導する訪問診療研修会について

� 岡山市医師会理事　片岡　　廉

　在宅医療を広める一環として、岡山市医師会は訪問診察医の育成や支援を目的に、
岡山市から委託を受けた研修事業を３年前から開催しております。平成26年度は「ス
タート支援研修会」として、在宅診療に必要とされる技術および知識を習得できるよ
うにする内容の研修会が実施されました。その具体的な研修内容は、在宅医療を実践
するにあたって必要な技能や臨床倫理、在宅医療の困難事例検討、在宅看取りの諸問
題、市内病院における在宅医療・介護関連カンファレンスなどで、訪問診療を実践す
る上で医師が習得すべき基本的な研修内容となっていました。平成27年度にはさらに
内容を充実させ、一段階上の訪問医療を目指して「岡山市訪問診療ステップアップ研
修会」として開催されました。第１回「緩和ケア」を皮切りに、第２回「摂食嚥下障
害への対応」「嚥下機能の改善につながる口腔ケア」、第３回「心臓病センター榊原病
院における在宅医療・介護連携カンファレンス」、第４回「多職種連携による栄養管
理−管理栄養士の立場から−」「スマイルケア食について」、第５回「グループホーム
へ退院された、前立腺がん末期患者の支援について」「利用者のエンド・オブ・ライ
フケアをどのように捉え、支援できるか」、第６回「川崎医科大学付属病院における
在宅医療・介護連携カンファレンス」、第７回「がんターミナルにおける譫妄の対応」、
第８回「在宅業務における服薬支援の実例と連携」「がん在宅看取りにおける訪問薬
剤師の役割」、第９回「口腔ケア（その２）誤嚥性肺炎と在宅看取り」、第10回「在宅
における心不全のみかた−適切な対応と指示の出し方−」、第11回「岡山ろうさい病
院における在宅医療・介護連携カンファレンス」、第12回「施設での看取りの現状と
これからの取り組み～看取った命からの学び～」、第13回「岡山市民病院における在
宅医療・介護連携カンファレンス」、第14回「地域包括ケア病棟の利用状況と今後の
問題点」、第15回「岡山赤十字病院における在宅医療・介護連携カンファレンス」、以
上の15回が開催されました。これらの研修会では、在宅医療に携わる医師だけでなく、
病院医師、訪問看護師、薬剤師、歯科衛生士などの多職種も参加し、小グループディ
スカッションや全体討論会などを通して、各職種間の垣根を超えた白熱した討議が毎
回なされてきました。平成28年度はさらなる訪問診療の質的向上を目指して「訪問診
療スキルアップ研修会」と改めて開催しており、第１回「心不全の病態・治療そして
病診連携」、第２回「在宅看取りが可能となる在宅医のかかわり方とは」、第３回「在
宅患者の肺炎を入院せずに治すには？」が開催されております。今年度は合計９回の
研修会の開催を予定しており、岡山市でのさらなる在宅医療の浸透と内容の充実を、
行政と連携しながら市医師会が積極的に推進し、地域包括ケアのネットワークの構築
を一層図っていく所存であります。
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